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以下の資料は、令和 3 年 2 月 19 日に文部科学省から示された「新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な学校運営のた

めのガイドライン」からの抜粋（一部改変）である。これを読んで問いに答えなさい。

問題：下線部の「学習指導と学習把握」について、昨年 3 月 2 日からの「全国一斉臨時休業」の期間を含めて、あなたの学校で

はどのように取り組みましたか。その成果と課題について、自身の経験も踏まえながら 1200 字程度で述べなさい。 
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受験番号

※

臨時休業や出席停止等により，やむを得ず学校に登校できないことに対しては，学習に著しい遅れが生じることのないようにするとともに，規

則正しい生活習慣を維持し，学校と児童生徒との関係を継続することが重要である。このため，感染の状況に応じて，地域や学校，児童生徒の実

情等を踏まえながら，学校において必要な措置を講じる。特に，一定の期間児童生徒がやむを得ず学校に登校できない場合などには，例えば同時

双方向型のウェブ会議システムを活用するなどして，指導計画等を踏まえた教師による学習指導と学習把握を行うことが重要である。 



令和４年度 和歌山大学大学院教育学研究科専門職学位課程（教職大学院）

第二次入学試験問題［小論文］解答例・出題の意図

コ ー ス：学校改善マネジメントコース

【出題の意図】

本問は、令和 3 年 2 月 19日に文部科学省から示された「新型コロナウイルス感

染症に対応した持続的な学校運営のためのガイドライン」からの抜粋（一部改変）

をもとに、そこで示された法的措置に関する基本的知識を問い、さらにこうした

ガイドラインに基づいて行われた現任校における実践について、客観的かつ体系

的に把握・認識できているかどうかを問う問題である。期待される内容は、①文

書に示された個別の措置に関する法的位置づけを正確に理解しているか ②今

回の緊急措置における自身の主体的関わりについて、的確に言語化できるか ③

学校現場における一連の取り組みを今後に繋げるために、客観的、かつ科学的に

適切に評価することができるか、等である。 
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